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解答時間 60 分 

注 意 

解答始めの指示があるまで問題冊子を開かないこと。 

(1) 問題冊子の他，解答用紙 2 枚，下書き用紙 2 枚が同封されている。試験始

めの指示の後，確認すること。

(2) 解答開始後ただちに，すべての解答用紙の所定欄に，受験番号を丁寧に記

入すること。

(3) 解答は，すべて解答用紙の所定欄に記入し，裏面は使用しないこと。下書き

には，下書き用紙を使用すること。

(4) 解答終了後，配布された解答用紙はすべて提出すること。問題冊子と下書

き用紙は持ち帰ること。
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 以降のページに記載する課題１と２の問いに対する解答を，それぞれの解答

用紙（1 枚以内）に書きなさい。 
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＜課題１＞ 

 ⽇本国内の⽜（乳⽤⽜および⾁⽤⽜）の飼養頭数，飼養⼾数，1 ⼾当たり飼養頭数の現状
と最近の動向をまとめ，あなたが将来就職を希望する地域の畜産業の特徴と産業動物獣医
師の役割について説明しなさい。 
（500 字以内） 
 

 

 

＜課題２＞ 

 家畜伝染病予防法で獣医師は，家畜防疫員として，特定の病原体に罹患した患畜または疑
似患畜を殺処分することが定められています。2010 年に発⽣した家畜伝染病では，発⽣農
場の感染動物と同居動物は殺処分されました。また，発⽣農場から⼀定区域内に飼育してい
る家畜は，無症状でも移動制限とワクチン接種が⾏われ，ワクチン接種家畜は全て強制的に
殺処分されました。この病原体の特徴を踏まえて，発⽣農場の家畜だけでなく，⼀定区域内
の無症状の家畜の殺処分に⾄った防疫措置の是⾮について論じなさい。 
（500 字以内） 
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